
■決算状況

交付金配分枠 11,787,000 円

交付金決算額 11,787,000 円

その他収入    66,663 円

100.0%

各分野の決算

①協議会運営 3,538,203 円

②地域振興 1,174,530 円

③地域福祉 641,990 円

④安心・安全 138,800 円

⑤環境づくり(土木工事） 2,881,000 円

⑤環境づくり(その他） 1,392,990 円

⑥地域個性創出 2,086,150 円

決算総額 11,853,663 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

　交付金決算額／配分額    

阿知須地域づくり協議会　地域づくり交付金事業概要（平成２７年度）

　第２次地域づくり計画を策定のため、住民意識調査を実施した。そのことで、計画策定委員に地域住民の地
域への想いが伝わり、このことを踏まえた計画策定が出来た。
　なお、活動方針に沿った事業を行なうため、３つの事業部会（地域振興・地域創出部会、地域福祉・安心安
全部会、環境づくり部会）を立ち上げ、企画運営への取り組みを行うことが出来た。

「心豊かな元気で住みよい阿知須づくり」の基本理念のもと、地域住民が目的を共有し取り組める地域づくり活動の推進

事務局運営、事業活動運営事務、第２次地域づくり計画策定事務

「小さな親切」運動、人権教育推進支援事業、生涯学習、スポーツ支援事業、
人材育成事業、情報発信事業、食と農の関係づくり事業

子育て支援事業、健康づくり推進支援事業、青少年育成事業

地域防災意識向上支援事業、メール配信事業

土木工事支援事業、環境美化推進事業、地域内観光資源整備事業

あじす発信イベント支援事業、文化を守り継承発展させる支援事業、文化を高
める支援事業、地域を元気にする支援事業
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■地域の情報

地域人口 9,361人 自治会数 31

世帯数 3,371世帯 自治会加入率 86.32％

※数値は、平成28年4月1日のもの



■重点的に取り組んだ事業

事業名 地域づくり計画策定事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 地域防災意識向上事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 環境美化推進事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

①

地域のだれもが共有できる地域づくり計画の策定

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

約７００人

・地域づくりアンケート調査では多くの回答をいただいた。特に自由記載では６３人
から地域への想いを伝えていただいた。
・策定委員会では、５つの分野に分かれ熱心にグループ討議が行われた。

②

「安心安全なまちづくり」をめざし、防災意識の向上と自主防災組織の育成、支援

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

約２５０人

74,000 円

・地域防災リーダー養成講座を２回開催
・自治会での防災訓練の支援（訓練用備品の貸出し等）

今後も地域防災意識の高揚に努める。

③

「交流のまちあじす」を目指した環境美化活動の推進

世界スカウトジャンボリー、ねんりんピックの開催地として花植え等、環境美化活動
でおもてなしが出来た。

地域の環境美化活動への意識が高まりつつある。

広報紙等で活動のＰＲをすることで、参加意欲をさらに高め今後も推進していく。

・花でのおもてなし（世界スカウトジャンボリー・ねんりんピック等）と地域の環境美化
活動の一環として自治会、中学生ボランティアの花植
・県道善和阿知須線ボランティアの取組み以外のツリーサークル内を草刈り
・千鳥ヶ浜海岸清掃

計画を活かす地域づくりへの取り組みをめざす。

432,870円

自治会の防災組織づくり、訓練の実施方法等自治会内での話し合いの場が増え、
共助意識が高まりつつある。

アンケート調査を通し、地域課題を認識するとともに地域づくりへの想い、そして個
人の役割に目覚めることが出来た。

775,696円

延べ２，３００人

地域づくり計画策定委員会の運営
　※策定委員　３４人　※策定委員会開催回数　８回　出席委員延べ　１９０人
地域づくりアンケート調査の実施（公表）
　※調査票配付対象者数　４，７００名　回収率　２，１２９名（４５．３％）

地域防災の重要性についての理解が深まり、自主防災組織の立ち上げ意識が高
まった。


